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巻頭コラム　林芙美子生誕一二〇年を迎えて
企画展
　「生誕120年記念　拝啓 林芙美子様―芙美子への手紙―」
連続講座「林芙美子の生涯と作品」 
第32回特別企画展
　「長野ヒデ子の絵本と紙芝居展」
オープニングイベント
　長野ヒデ子さんによるギャラリートーク、お話の会
ワークショップ
　「ブラブラ人形をつくろう！」
絵本と紙芝居の読み聞かせ（友の会主催イベント） 

〈共催〉「アメリカ文学　その広大さと多様さ」
　　　　（第45回光草書道展）
収蔵資料紹介　火野葦平「木綿襍志」（１） 
林芙美子忌の集い
宗左近忌
劉寒吉　碑前の集い
北九州森鷗外記念会「森鷗外を偲ぶ会」
友の会自主企画「やさしい文章教室」
朝比奈秋さんが第36回三島由紀夫賞受賞
展覧会予告
　〔第33回特別企画展〕
　　「写真と文学でたどる日本の世界文化遺産」
お祝い、お悔やみ／寄贈者・提供者、提供雑誌
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こ
の
夏
ほ
ど
猛
暑
の
日
々
が
続
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
の
ろ
の
ろ
台
風
は
日
本
各
地
で

豪
雨
や
強
風
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
国
外
で
も
マ
ウ
イ

島
の
大
火
災
、
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
の
大
地
震
や
リ
ビ
ア

の
大
洪
水
と
天
変
地
異
が
絶
え
ま
せ
ん
。
地
球
の
未
来

に
暗
澹
た
る
気
持
ち
で
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
、「
や
っ

て
み
タ
ー
イ
！
」「
し
て
み
タ
ー
イ
！
」
と
ワ
ク
ワ
ク
感

一
杯
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
い
て
き
ま
す
。

　

今
夏
の
企
画
展
は
待
望
の
「
長
野
ヒ
デ
子
展
」。

　

せ
と
う
ち
た
い
こ
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る
今
治

出
身
の
長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
は
、
鹿
児
島
を
は
じ
め
、
熊

本
、
長
崎
な
ど
十
三
回
も
引
っ
越
し
を
し
ま
す
が
、
本

と
の
出
会
い
が
自
分
と
人
と
を
つ
な
い
で
く
れ
た
と
振

り
返
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
豊
か
な
人
間
関
係
を
作
り
、

福
岡
で
は
、
あ
ま
ん
き
み
こ
、
山
下
夕
美
子
、
世
良
絹

代
、
門
司
秀
子
、
み
ず
か
み
か
ず
よ
さ
ん
と
知
り
合
い
、

こ
の
地
で
絵
本
作
家
と
な
る
の
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け

に
つ
い
て
、「
子
ど
も
目
線
で
」
と
は
、「
体
を
低
く
し

て
こ
ど
も
の
よ
う
な
目
線
で
」
で
は
な
く
、「
知
性
・
教

養
・
経
験
を
す
べ
て
な
く
し
、
人
格
と
人
格
で
向
き
合

う
こ
と
」
と
元
小
学
校
の
教
師
か
ら
教
え
ら
れ
、
そ
ん

な
風
に
な
り
た
か
っ
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
夏
の
展
覧
会
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

や
っ
て
き
ま
す
。
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
た
び
に
、
自
分
の
全
部
が
見

透
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
と
に
幼
児

は
嘘
や
体
裁
を
見
逃
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
晒
さ
れ
た
素

の
自
分
に
向
き
合
う
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
門
司
で
生
ま
れ
た
林
芙
美
子
の
生
誕
一
二
〇

年
で
す
。
思
い
が
け
な
く
作
家
の
柚
木
麻
子
さ
ん
が
テ

レ
ビ
番
組
で
『
放
浪
記
』
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
、『
放

浪
記
』
が
増
刷
と
な
り
、
新
し
く
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
も
編

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
億
総
中
流
と
言
わ
れ
た
高
度
経
済

成
長
期
以
降
、
あ
の
苦
し
い
時
代
は
思
い
出
し
た
く
な

い
と
芙
美
子
の
作
品
は
読
ま
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
や
格
差
社
会
の
ひ
ず
み
が
あ
ち
こ
ち
で
顕

現
し
、
再
び
手
に
取
る
若
い
女
性
た
ち
が
増
え
、
時
代

を
超
え
て
励
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
彼
女
た

ち
は
森
光
子
の
舞
台
『
放
浪
記
』
を
知
り
ま
せ
ん
。
あ

る
い
は
芙
美
子
は
従
軍
し
て
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
い

た
こ
と
か
ら
戦
争
協
力
者
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
内

容
を
丁
寧
に
読
み
込
ん
だ
作
家
が
、
そ
の
レ
ッ
テ
ル
を

覆
す
発
言
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
て
も

芙
美
子
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
相
変
わ
ら
ず
葬
儀

の
時
に
川
端
康
成
が
挨
拶
し
た
と
い
う
「
時
に
ひ
ど
い

こ
と
も
し
た
…
」
が
、
孫
引
き
で
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

芙
美
子
は
婚
外
子
で
貧
し
い
行
商
人
の
養
父
と
母
に

育
て
ら
れ
、
後
ろ
盾
も
な
く
全
く
の
徒
手
空
拳
で
流
行

作
家
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
も
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
も
な
い
時
代
、
ど
れ
ほ
ど
の
嫉

み
妬
み
の
中
で
、
蔑
ま
れ
排
斥
さ
れ
嫌
が
ら
せ
を
受
け

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
女
か
ら
も
男
か
ら
も
で
す
。
そ
れ

で
も
芙
美
子
は
孤
立
無
援
で
最
期
ま
で
強
靱
な
詩
精
神

を
失
わ
ず
、
庶
民
に
寄
り
添
い
庶
民
の
作
家
と
し
て
生

き
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

　

当
館
が
収
蔵
す
る
五
六
〇
点
に
及
ぶ
芙
美
子
宛
書
簡

に
は
、
差
出
人
と
の
関
係
性
が
不
明
で
あ
る
も
の
も
含

め
て
、
そ
の
文
面
の
甚
深
な
内
容
に
豊
穣
な
人
間
関
係

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
に
は
十
数
通
の
手

紙
を
芙
美
子
に
送
り
な
が
ら
、
没
後
、
一
通
も
出
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
と
う
そ
ぶ
く
大
家
も
い
ま
す
が
。

　

四
七
歳
で
逝
っ
た
芙
美
子
の
死
か
ら
七
二
年
。
巷
間

の
言
説
を
超
え
て
、
真
実
の
林
芙
美
子
に
迫
る
時
期
に

来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　 

林
芙
美
子
生
誕
一
二
〇
年
を
迎
え
て 

館
長　

今
川　

英
子
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門
司
生
ま
れ
の
小
説
家
・
林
芙
美
子
の
生

誕
一
二
〇
年
に
あ
わ
せ
、
所
蔵
資
料
に
よ
る

企
画
展
「
拝
啓 

林
芙
美
子
様
―
芙
美
子
へ

の
手
紙
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
書
簡
を
と
お

し
て
、
芙
美
子
の
生
涯
と
作
品
、
当
時
の
社

会
情
勢
な
ど
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
の
林
芙
美
子
宛
の
書
簡
は
、「
放

浪
記
」
の
連
載
が
人
気
を
得
て
い
た
一
九
二

九
（
昭
和
四
）
年
か
ら
、
急
逝
す
る
一
九
五

一
（
昭
和
二
六
）
年
ま
で
の
約
五
六
〇
点
で

す
。
本
展
で
は
そ
の
う
ち
、
初
公
開
五
〇
点

を
含
む
七
三
点
（
差
出
人
は
六
七
人
）
を
展

示
。
差
出
人
は
同
時
代
の
作
家
を
は
じ
め
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
編
集
者
、
画
家
、
学
者
、

実
業
家
、
政
治
家
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
パ

ネ
ル
で
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

初
公
開
資
料
か
ら
三
点
紹
介
し
ま
す
。

　

京み
や
こ都
郡
豊
津
村
（
現
み
や
こ
町
）
出
身

の
葉
山
嘉
樹
の

書
簡
（
一
九
三

三
年
一
月
七
日

付
）
は
、
正
月

に
芙
美
子
を
訪

ね
た
こ
と
へ
の

お
礼
に
始
ま

り
、「
人
と
会
っ

て
話
し
て
る
と

元
気
の
い
い
私

だ
が
、
一
人
で

机
に
向
っ
／
て

は
カ
ラ
〳
〵
と

哄
笑
も
出
来

ず
、
ユ
ー
ウ
ツ

に
社
会
悪
を
／

呪
っ
た
り
憎
ん

だ
り
、
自
分
の

無
力
を
悲
し
ん
だ
り
し
ま
す
」
と
心
情
を
吐

露
す
る
文
面
も
見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
、「
身

を
削
っ
た
ア
ブ
ク
銭
」
は
「
身
内
に
戻
す
の

が
忙
し
く
て
な
か
〳
〵
居
つ
い
て
く
れ
な

い
」
た
め
、「（
芙
美
子
が
）
あ
ぶ
く
銭
を
つ

か
ん
だ
時
、
少
し
分
け
て
下
さ
い
」
と
自
作

の
川
柳
を
添
え
て
書
か
れ
、
深
刻
な
内
容
な

が
ら
も
ユ
ー
モ
ア
交
じ
り
の
書
き
ぶ
り
に
葉

山
の
人
物
像
が
垣
間
見
え
る
書
簡
で
す
。

　

装
幀
家
、
美
術
評
論
家
の
青
山
二
郎
の
書

簡
は
所
蔵
二
通
の
う
ち
一
通
（
一
九
三
八
年

一
二
月
七
日
付
）
を
展
示
し
ま
し
た
。「
画

を
頂
い
て
非
常
に
永
い
間
／
お
約
束
の
焼
物

差
上
げ
ず
に
／
失
礼
し
て
居
ま
し
た
が
何
と

も
適
／
当
な
も
の
が
な
く
出
鱈
目
に
何
／
か

差
上
げ
る
の
も
良
く
な
い
事
／
で
遂
々
延
々

に
な
っ
て
ゐ
ま
し
た
／
が　

此
度
浜
田
庄
司

氏
の
展
／
覧
会
が
あ
り
自
慢
し
て
差
／
上
げ

て
も
い
ゝ
鉢
が
一
点
あ
り
／
ま
し
た
か
ら
そ

れ
に
決
め
て
お
／
送
り
す
る
事
に
し
ま
し

た
」
と
書
か
れ
、
絵
画
や
焼
物
な
ど
芸
術
作

品
へ
の
審
美
眼
を
共
通
項
と
し
て
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
青
山
は
芙
美

子
の
書
籍
『
蜜
蜂
』『
一
人
の
生
涯
』『
雨
』

な
ど
の
装
幀
も
手
が
け
て
お
り
、
あ
わ
せ
て

展
示
し
ま
し
た
。

　

歌
人
、随
筆
家
の
結ゆ
う
き城
哀あ
い
そ
う
か

草
果
の
書
簡（
一

九
三
五
年
三
月
二
九
日
付
）
は
、
哀
草
果
が

謹
呈
し
た
『
村
里
生
活
記
』
に
対
し
て
芙
美

子
が
送
っ
た
手
紙
へ
の
お
礼
。「
貴
女
の「
蒼

馬
を
見
た
り
」
／
以
来
の
愛
読
者
で
す　

光

沢
／
の
あ
る
貴
女
の
作
品
は　

と
り
ど
り
／

花
の
や
う
に
匂
ふ
と
お
も
ひ
ま
す
」
と
記
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、「
今

後
も
／
私
の
本
は
い

つ
も
さ
し
あ
げ
た
い

／
と
思
ひ
ま
す　

秋

に
は
ま
づ
い
／
歌
集

を
あ
げ
ま
せ
う
」
と

書
か
れ
、
当
館
に
遺

る
他
八
通
の
手
紙
の

内
容
も
芙
美
子
が

送
っ
た
著
書
へ
の
お

礼
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
双
方
で
自
著
を

お
く
り
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

私
信
と
し
て
書
か

れ
た
手
紙
は
、
言
葉

の
選
び
方
か
ら
内
容

に
至
る
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
作
家
の
個
性

や
魅
力
が
溢
れ
る
も

の
で
、
見
ご
た
え
の

あ
る
展
示
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
学
芸
員
が
展
示
書
簡
の

内
容
や
差
出
人
と
芙
美
子
と
の
か
か
わ
り
な

ど
を
紹
介
す
る
展
示
解
説
を
四
回
行
い
、
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
主
な
差
出
人 

※
五
十
音
順
】
青
山
二
郎
（
装

幀
家
、美
術
評
論
家
）、井
伏
鱒
二（
小
説
家
）、

宇
野
千
代
（
小
説
家
）、
梅
原
龍
三
郎
（
洋

画
家
）、大
原
富
枝（
小
説
家
）、川
端
康
成（
小

説
家
）、
小
林
秀
雄
（
文
芸
評
論
家
）、
佐
多

稲
子
（
小
説
家
）、
鈴
木
三
重
吉
（
児
童
文

学
者
）、
芹
沢
光
治
良
（
小
説
家
）、
竹
内
て

る
よ
（
詩
人
、児
童
文
学
者
）、硲
伊
之
助
（
洋

画
家
、
陶
芸
家
）、
長
谷
川
時
雨
（
劇
作
家
、 結城哀草果書簡

葉山嘉樹書簡

青山二郎書簡（右）と装幀本
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小
説
家
）、
葉
山
嘉
樹
（
小
説
家
）、
樋
口
富

麻
呂
（
日
本
画
家
、
版
画
家
）、
深
田
久
弥

（
小
説
家
、
登
山
家
）、
堀
口
大
學
（
詩
人
、

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）、松
尾
邦
之
助
（
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）、
三
輪
寿
壮
（
政
治
家
）、
八
木

義
徳
（
小
説
家
）、
保
高
徳
蔵
（
編
集
者
）、

山
本
有
三
（
小
説
家
、
劇
作
家
）、
結
城
哀

草
果
（
歌
人
）、
横
光
利
一
（
小
説
家
）、
吉

屋
信
子
（
小
説
家
）、渡
辺
一
夫
（
仏
文
学
者
、

評
論
家
）
な
ど
。

来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
手
紙
か
ら
人
物
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
が
面
白
く
、
人
物
像
を
想
像
し
な

が
ら
観
覧
で
き
て
良
い
時
間
だ
っ
た
。

（
16
～
19
歳
）

・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
移
動
し
、
多
く
の

方
々
と
交
流
し
て
い
た
芙
美
子
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
感
激
し
た
。

（
60
代
・
小
倉
南
区
）

・
作
品
か
ら
感
じ
て
い
た
人
物
像
が
リ
ア

ル
に
浮
か
び
上
が
っ
て
来
て
、
人
間
に

対
す
る
深
い
洞
察
が
ど
こ
か
ら
き
て

い
る
の
か
少
し
分
か
っ
た
気
が
し
た
。

（
70
代
・
八
幡
西
区
）

二
〇
二
三
年
六
月
一
七
日
・
二
四
日

　

林
芙
美
子
研
究
者
の
今
川
英
子
館
長
に
よ

る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
生
誕
一
二
〇
年
の
今
年
、
芙
美

子
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
刊
行
や
、「
放
浪
記
」

が
テ
レ
ビ
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。
特
に
作
家
の
柚
月
麻
子
さ
ん
が
、
芙
美

子
の
文
学
は
「
食
」
と
「
経
済
」
が
テ
ー
マ

だ
と
指
摘
す
る
読
み
を
紹
介
し
、
芙
美
子
が

新
し
く
読
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
話
し
ま

し
た
。

　

講
座
で
は
、
時
代
背
景
と
と
も
に
生
涯
と

作
品
を
辿
り
ま
し
た
。

　

芙
美
子
が
生
き
た
時
代
（
一
九
〇
三
年
～

一
九
五
一
年
）
は
、
日
露
戦
争
、
関
東
大
震

災
、
日
中
戦
争
、
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
が

あ
り
、
芙
美
子
は
ま
さ
に
怒
涛
の
時
代
を
か

け
ぬ
け
た
生
涯
で
し
た
。
今
川
館
長
は
、
芙

美
子
の
前
半
生
に
つ
い
て
、
貧
し
い
な
が
ら

も
両
親
か
ら
の
愛
情
を
充
分
に
受
け
て
い
た

こ
と
、
尾
道
時
代
の
豊
か
な
読
書
体
験
が
文

学
的
才
能
を
伸
ば
し
た
こ
と
、
上
京
後
様
々

な
職
業
に
就
き
な
が
ら
「
書
く
」
こ
と
で
耐

え
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
や
が
て
大
ヒ
ッ
ト

し
た
『
放
浪
記
』
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

系
の
作
家
か
ら
は
思
想
が
な
い
と
批
判
さ
れ

た
が
、
芙
美
子
は
権
威
や
流
行
に
媚
び
ず
、

自
分
が
生
ん
だ
と
こ
ろ
の
思
想
に
よ
っ
て
書

い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
だ
か
ら
こ
そ
時

代
を
越
え
て
今
も
読
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
話
し
ま
し
た
。

　

芙
美
子
の
海
外
体
験
に
つ
い
て
も
紹
介
し

ま
し
た
。
特
に
、
渡
欧
は
芙
美
子
を
大
き
く

成
長
さ
せ
た
と
い
い
ま
す
。
自
分
で
稼
い
だ

お
金
（『
放
浪
記
』
の
印
税
）
で
、
女
性
一

人
で
、
満
州
事
変
が
起
き
た
直
後
の
大
陸
を

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
横
断
し
ま
し
た
。
途
中
、

当
時
社
会
主
義
革
命
を
成
功
さ
せ
て
い
た
ソ

連
（
現
ロ
シ
ア
）
の
街
や
人
々
の
様
子
を
見

て
、「
ま
た
革
命
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
」

と
随
筆
に
書
い
て
お
り
、
自
分
の
皮
膚
感
覚

で
も
の
ご
と
を
見
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。パ
リ
滞
在
中
は
森
本
六ろ
く
じ爾（
考
古
学
者
）、

白
井
晟せ
い
い
ち一
（
の
ち
建
築
家
）
な
ど
日
本
人
留

学
生
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
芙
美
子
は
最
先
端
の
文
化
芸
術
に
た
だ

憧
れ
だ
け
も
っ
た
の
で
は
な
く
、
日
本
（
ア

ジ
ア
を
含
め
て
）
の
美
し
さ
、「
美
し
い
日

本
語
」
に
覚
醒
し
て
帰
国
し
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
交
流
の
あ
っ
た
哲
学
者
・
九く

鬼き

周し
ゅ
う
ぞ
う造の
随
筆
「
小
唄
の
レ
コ
ー
ド
」
の
内

容
か
ら
、
九
鬼
は
、
芙
美
子
が
亡
く
な
っ
た

あ
と
に
作
ら
れ
た
芙
美
子
像
で
は
な
く
、「
虚

無
の
深
淵
」（
同
随
筆
）
が
分
か
っ
て
い
た

彼
女
の
本
質
を
見
抜
い
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
察
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、戦
後
書
か
れ
た
短
編「
吹
雪
」「
河

沙
魚
」「
骨
」「
晩
菊
」「
下
町
」
や
、
長
編

「
茶
色
の
眼
」「
浮
雲
」
を
紹
介
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
若
い
人
た
ち
の
「
読
み
」
に
期
待
も

込
め
て
講
座
を
終
了
し
ま
し
た
。

受
講
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
彼
女
だ
け
の
ま
な
ざ
し
、
生
活
を
視
る

一
定
の
視
線
の
謎
を
と
く
き
っ
か
け

が
つ
か
め
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
40
代
・
門
司
区
）

・
林
芙
美
子
が
大
変
な
時
代
を
堂
々
と
生

き
た
様
が
伺
え
ま
し
た
。

（
80
代
・
嘉
麻
市
）

・
あ
ら
た
め
て
作
品
を
読
ん
で
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
ゆ
か
り
の
地
を
調
べ

て
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
50
代
・
八
幡
東
区
）

　

生
誕
一
二
〇
年
に
あ
わ
せ
て
、図
録『
生

誕
１
１
０
年 

林
芙
美
子
展
―
風
も
吹
く

な
り 

雲
も
光
る
な
り
』
の
改
訂
版
を
発

行
し
ま
し
た
。
改
訂
版
で
は
、
全
国
の
芙

美
子
ゆ
か
り
の
施
設
（
文
学
館
、博
物
館
、

記
念
館
な
ど
）
や
文
学
碑
の
情
報
を
更
新

し
て
い
ま
す
。

　

販
売
価
格
は
七
〇
〇
円
、
文
学
館
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

展示のようす

今川館長

連
続
講
座 

「
林
芙
美
子
の
生
涯
と
作
品
」 
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第
三
二
回
特
別
企
画
展
は
、「
長
野
ヒ
デ

子
の
絵
本
と
紙
芝
居
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
は
、
子
ど
も
文
庫
活
動
か

ら
創
作
活
動
を
開
始
し
、
絵
本
、
紙
芝
居
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
で
は
、
絵
本
、
紙

芝
居
あ
わ
せ
て
三
〇
作
品
の
原
画
や
試
作
本

を
展
示
し
、
長
野
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
画
業

を
幅
広
く
紹
介
し
ま
し
た
。
原
画
を
展
示
し

て
い
る
作
品
は
、
そ
の
場
で
読
め
る
よ
う
に

展
示
室
内
に
絵
本
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

好
奇
心
旺
盛
な
タ
イ
の
お
母
さ
ん
が
主
人

公
の
人
気
絵
本
「
せ
と
う
ち
た
い
こ
さ
ん
シ

リ
ー
ズ
」
の
原
画
は
、
色
鉛
筆
と
パ
ス
テ
ル

で
細
か
い
部
分
ま
で
描
き
込
ま
れ
た
遊
び
心

の
あ
る
絵
が
魅
力
で
す
。
命
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
描
い
た
『
お
か
あ

さ
ん
が
お
か
あ
さ
ん
に
な
っ
た
日
』、
長
野

さ
ん
と
お
子
さ
ま
と
の
会
話
が
元
と
な
っ
て

生
ま
れ
た
作
品
『
お
つ
き
さ
ま
ひ
と
つ
ず

づ
』
な
ど
の
原
画
は
、
色
鉛
筆
を
塗
り
重
ね

た
複
雑
な
色
合
い
が
温
か
い
印
象
を
与
え
ま

す
。
八
幡
東
区
生
ま
れ
の
詩
人
・
み
ず
か
み

か
ず
よ
さ
ん
の
絵
本
『
き
ん
の
ス
ト
ロ
ー
』

の
原
画
も
特
別
展
示
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、

『
ま
ん
ま
ん
ぱ
っ
』（
文
・
長
野
麻
子
）、『
お

に
ぎ
り
お
に
ぎ
り
』、『
ブ
ル
タ
ち
ゃ
ん
の
コ

ロ
ッ
ケ
グ
ー
』
※
当
会
場
初
公
開
、『
海
を

か
え
し
て
！
』（
文
・
丘
修
三
）、『
外
郎
売
』

な
ど
の
原
画
を
展
示
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
合
わ

せ
て
描
き
分
け
ら
れ
た
雰
囲
気
の
異
な
る
原

画
が
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ビ
ュ
ー
作
の
『
と
う
さ
ん
か
あ

さ
ん
』
や
、『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
な
っ
た
日
』
の
試
作
本
は
、
長
野
さ
ん

が
原
画
制
作
に
と
り
か
か
る
前
に
手
作
り
さ

れ
た
も
の
で
、
制
作
過
程
が
垣
間
見
え
る
貴

重
な
資
料
で
し
た
。

　

展
示
室
外
に
は
、
絵
本
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、

写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と

を
自
由
に
書
い
て
も
ら
う「
○
○
タ
ー
イ
！
」

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
楽
し
む
親
子
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
カ
フ
ェ
・
ラ
ポ
ー
ル
中
央
図
書

館
店
で
は
、「
せ
と
う
ち
た
い
こ
さ
ん
」
や

絵
本
に
出
て
く
る
食
べ
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
展
示
資
料
点
数
＝
約
一
二
〇
点
）

来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
原
画
は
や
は
り
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
明

る
い
絵
が
元
気
を
く
れ
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。	

（
50
代
・
下
関
市
）

・
い
の
ち
の
大
切
さ
、
素
晴
ら
し
さ
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
り
ま
し
た
。

（
60
代
・
朝
倉
市
）

・
色
鉛
筆
で
沢
山
の
色
を
重
ね
て
背
景
を

描
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
美
し
く
て
素

敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。	

（
11
～
15
歳
）

・
絵
が
こ
ま
か
く
か
か
れ
て
い
て
、
げ
ん

き
に
な
る
絵
を
か
い
て
い
て
、
自
分

も
げ
ん
き
が
で
ま
し
た
。	

（
７
歳
）
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参
加
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
長
野
さ
ん
の
作
品
は
、
た
く
さ
ん
の

方
々
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
さ
れ
た

思
い
が
こ
も
っ
た
作
品
な
の
だ
と
、
お

話
を
聴
い
て
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し

た
。	

（
60
代
・
大
分
県
）

・
作
品
が
作
ら
れ
た
背
景
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
大
変
興
味
深
く
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
、
満
足
し
て
い
ま
す
。

（
30
代
・
八
幡
東
区
）

二
〇
二
三
年
七
月
二
三
日

　

長
野
さ
ん
を
講
師
に
、「
ブ
ラ
ブ
ラ
人
形
」

を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
親
子
の
参
加
者
が
多
く
、
長
野
さ
ん
は

初
め
に
、
子
ど
も
の
発
想
は
お
も
し
ろ
い
の

で
大
人
は
見
守
る
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
せ
と

う
ち
た
い
こ
さ
ん
を
は
じ
め
、
好
き
な
動
物

を
体
の
パ
ー
ツ
ご
と
に
自
由
に
描
き
、
切
り

抜
き
、
糸
で
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
完
成
し

た
人
形
を
ぶ

ら
下
げ
て
長

野
さ
ん
と
記

念
撮
影
も
行

い
ま
し
た
。

人
形
は
会
期

中
展
示
さ

れ
、
会
場
を

賑
や
か
に
彩

り
ま
し
た
。

参
加
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
自
由
な
発
想
で
お
も
し
ろ
い
作
品
が
で

き
て
、
発
見
で
し
た
。

（
40
代
・
八
幡
東
区
）

・
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
き
て
く
だ

さ
い
。	

（
10
歳
以
下
・
小
倉
北
区
）

二
〇
二
三
年
八
月
六
日
・
一
九
日

九
月
三
日
・
一
六
日

　

ブ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
九
州
（
代
表
・

仲
紀
子
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
、
長
野
さ
ん
の

絵
本
と
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し

た
。『
せ
と
う
ち
た
い
こ
さ
ん 

デ
パ
ー
ト
い

き
タ
イ
』
な
ど
の
人
気
作
を
は
じ
め
、『
ま

ん
ま
ん
ぱ
っ
』、『
お
に
ぎ
り
お
に
ぎ
り
』
な

ど
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
言
葉
が
多
用
さ
れ
て
い
る

作
品
を
朗
読
し
、
参
加
し
た
方
も
一
緒
に
声

を
出
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
途
中
で
手

遊
び
や
余
興
を
は
さ
み
な
が
ら
、
親
子
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
七
月
二
二
日

　

開
会
式
に
続
き
、
長
野
さ
ん
が
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
人
気
シ
リ
ー

ズ
の
「
せ
と
う
ち
た
い
こ
さ
ん
」
は
、
長
野

さ
ん
の
出
身
地
が
瀬
戸
内
海
の
見
え
る
場
所

だ
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
前
が

つ
い
た
途
端
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
動
き
だ

し
、
好
奇
心
旺
盛
な
性
格
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
も
し
名
前
が
「
玄
界
灘
た
い
こ
さ
ん
」

だ
っ
た
ら
全
く
違
う
性
格
で
、
違
う
話
に

な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
と
ユ
ー
モ
ア
も
交
え

た
ト
ー
ク
に
、
会
場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昔
に
比
べ
自
然
に
伝
承
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
わ
ら
べ
う
た
を
絵

本
や
紙
芝
居
に
し
て
伝
え
た
い
と
、『
げ
ん

こ
つ
や
ま
の
た
ぬ
き
さ
ん
』、『
い
ち
わ
の
か

ら
す
』
な
ど
を
書
か
れ
た
そ
う
で
す
。
語
り

継
が
れ
る
歌
は
、
子
ど
も
た
ち
を
元
気
に
す

る
力
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
お
話
の
会
で
は
、
様
々
な
人

と
の
出
会
い
、
作
品
が
生
ま
れ
た
背
景
な
ど

を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
さ
ん
は
太
宰
府
で
子
ど
も
文
庫
活
動

を
行
っ
て
い
た
頃
、『
と
う
さ
ん
か
あ
さ
ん
』

で
絵
本
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し

た
。
後
年
、
こ
の
本
の
魅
力
に
つ
い
て
森
比

佐
志
さ
ん
（
児
童
文
学
作
家
・
翻
訳
家
）
か

ら
、
子
ど
も
と
対
等
に
向
き
合
っ
て
答
え
た

り
も
の
ご
と
を
考
え
た
り
す
る
と
い
う
絵
本

の
原
点
が
全
部
詰
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と

言
わ
れ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
思
い
出
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
・
相
模
原
市
で
農

業
小
学
校
を
開
い
た
今
西
祐
行
さ
ん
（
児
童

文
学
作
家
）
が
、
農
業
と
創
作
は
同
じ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
農
作

物
は
種
を
蒔
い
て
収
穫
さ
れ
る
ま
で
に
お
日

さ
ま
な
ど
の
力
を
も
ら
い
育
つ
。
創
作
も
同

じ
で
、
ア
イ
デ
ア
は
自
分
の
な
か
で
充
分
に

発
酵
し
て
か
ら
取
り
出
し
て
作
品
に
し
て
く

だ
さ
い
と
教
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
長
野
さ

ん
ご
自
身
の
体
験
や
、「
お
母
さ
ん
が
お
母

さ
ん
と
し
て
生
ま
れ
る
本
を
作
り
た
い
」
と

い
う
ア
イ
デ
ア
な
ど
が
発
酵
し
て
で
き
た
絵

本
『
お
か
あ
さ
ん
が
お
か
あ
さ
ん
に
な
っ
た

日
』
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

長
野
さ
ん
は
、「
絵
本
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
の
も
の
。
難
し
い
こ
と
を
、
分
か
り

や
す
い
言
葉
、
短
い
文
章
で
書
き
、
奥
が
深

く
て
楽
し
い
も
の
。
忙
し
い
日
々
で
も
短
い

時
間
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
し
、
子
ど
も
に

読
む
と
顔
が
バ
ラ
色
に
な
る
。
ぜ
ひ
読
ん
で

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
、
い
い
絵
本
を
手
に

す
る
た
め
に
は
、
出
版
文
化
を
皆
で
支
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
紙
芝

居
の
上
演
も
交
え
な
が
ら
、
親
子
で
楽
し
め

る
お
話
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、お
話
の
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ブ
ラ
ブ
ラ
人
形
を
つ
く
ろ
う
！
」

絵
本
と
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

（
友
の
会
主
催
イ
ベ
ン
ト
）

長野ヒデ子さん
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二
〇
二
三
年
四
月
二
九
日
～
五
月
七
日

　

光
草
書
道
会
（
橋
村
雅
榮
会
長
）
主
催
の

書
道
展
は
今
回
、
ア
メ
リ
カ
文
学
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
制
作
に
向
け
、
学
び
を
深
め
て

い
く
な
か
で
、
会
員
が
心
を
動
か
さ
れ
た
と

い
う
ア
メ
リ
カ
文
学
の「
広
大
さ
」「
多
様
さ
」

を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
に
は
、
会
員
向
け
の
講
義
も
担
当

さ
れ
た
江
頭
理
江
さ
ん
（
福
岡
教
育
大
学
教

授
）
の
講
演
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
予
想
を

越
え
る
参
加
者
に
、
ア
メ
リ
カ
文
学
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
書
道
で
英
文
字
を
書
い

て
い
る
と
こ
ろ
や
、
ひ
と
つ
の
作
品
の
中
に

縦
書
き
、
横
書
き
が
混
在
し
て
い
る
の
が
興

味
深
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
書

の
新
し
い
表
現
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

火
野
葦
平
の
自
筆
資
料
「
木
綿
襍
志
」
を

紹
介
し
ま
す
。
本
資
料
は
作
家
・
劉
寒
吉
の

旧
蔵
で
劉
の
長
男
で
あ
る
濱
田
源
一
郎
氏
よ

り
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
二
〇
二

〇
年
秋
に
開
催
し
た
「
没
後
60
年 

火
野
葦

平
展
―
レ
ッ
テ
ル
は
か
な
し
か
ら
ず
や
―
」

で
展
示
・
公
開
し
ま
し
た
。

　

資
料
の
サ
イ
ズ
は
二
四
二
×
一
八
二
×
一

六
（
ミ
リ
）、
頁
数
は
五
八
頁
。
内
容
は
、

火
野
葦
平
の
手
に
よ
る
文
語
定
型
詩
「
印
度

進
軍
賦
」と「
比
島
出
陣
賦
」が
記
さ
れ
、「
印

度
進
軍
賦
」
の
後
に
は
、「
樵
」
の
署
名
で
、

葦
平
の
友
人
で
あ
る
ロ
シ
ア
語
翻
訳
者
で
詩

人
の
中
山
省
三
郎
の
詩
が
あ
り
、「
比
島
出

陣
賦
」
の
後
に
は
、
作
家
・
日
比
野
士
朗
の

短
歌
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
印

度
進
軍
賦
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
印
度
進
軍
賦
」
は
「
昭
和
十
九
年
四
月

二
十
三
日
」
の
日
付
が
あ
り
ま
す
。
葦
平
は

翌
々
日
の
二
十
五
日
、
陸
軍
報
道
班
員
と
し

て
、父
・
玉
井
金
五
郎
、友
人
の
中
山
省
三
郎
、

河
原
重
巳
、
中
村
勉
ら
が
見
送
る
中
、
福
岡
・

雁
ノ
巣
飛
行
場
か
ら
イ
ン
ド
・
イ
ン
パ
ー
ル

へ
と
出
征
し
て
い
き
ま
し
た
。
以
下
、
本
文

を
紹
介
し
ま
す
。

【
翻
刻
】

　
　

印
度
進
軍
賦

　
　
　
　
　

火
野
葦
平

戦
の
庭
の
果
て
も
な
く
／
緬ビ
ル
マ甸
の
く
に
の
ぱ

こ
だ

　（1）
に
も
／
釋
迦
の
御
国
の
陽
は
赤
く
／

ち
ん
ど
い
ん
河

　（2）
霧
深
し
／
に
は
か
に
起
る

　

ど
よ
め
き
や
／
軍
靴
の
音
の
か
す
か
な
る

／
鉄
の
兜
に
き
ら
め
け
る
／
月
乃
光
の
靑
さ

か
な
／
み
い
く
さ
ゆ
け
ば
た
ち
ま
ち
に
／
か

ん
ぐ
ら
と
ん
ぎ

　（3）
陷お
ち
いり
て
／
こ
ひ
ま

　（4）
も
指

呼
に
見
い
で
た
り
／
眼
下
に
う
つ
る
か
の
街

は
／
敵
の
た
乃
め
る
い
ん
ぱ
あ
る
／
ろ
く
た

く
湖

　（5）
畔
の
水
き
よ
く
／
樹
々
は
み
ど
り
に

花
赤
に
／
兵
の
箙え
び
らの
草
香
る
／
峠
を
攀よ

ぢ
て

見
は
る
か
す
／
で
り
い
の
道
を
眺
に
／
望
み

て
ゆ
け
ば　

美
し
き
／
御
旗
の
色
の
目
に
痛

く
／
醜し
こ

の
御
楯
と
征
で
ゆ
け
る
／
数
な
ら
ぬ

身
も
嬉
し
け
れ
／
昔
征せ
い
し師
の
神
の
裔す
え

／
胸
に

う
け
つ
ぐ
火
の
熱
く
／
兵
隊
た
れ
ば
銃
と
り

て
／
野
越
え
山
越
え
雪
越
え
て
／
征
き
て
還

ら
ぬ
心
こ
そ

　

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
三
日

　

翼
に
ま
た
が
り
て
新
戦
場
に
出
づ
る
の
日

雨
過
ぎ
て
ひ
と
と
き
／
明
る
と
み
れ
ば
、
／

忽
ち
暮
る
る
冬
の
日
、
／
黙
々
と
、
く
ぐ
り

ゆ
く
青
の
洞
門
、
／
年
老
い
し
猟
人
が
肩
に

せ
る
鷭ば
ん

一
羽
。
／
子
供
の
や
う
に
か
ら
だ
を

ゆ
す
ぶ
つ
て
／
径み
ち

に
人
の
と
ほ
り
過
ぎ
る
の

を
／
待
つ
て
ゐ
る
栗
毛
の
小
馬
、
／
炭
を
つ

け
た
馬
、
／
渓
流
は
木
立
の
か
げ
を
遠
く
流

れ
る
。
／
山
国
川
の
渓た
に

ふ
か
き
／
宿
場
の
庭

に
／
つ
な
が
れ
し　

馬
の
嘶
き
、
／
果
し
な

き
旅
の
愁
に
ふ
り
か
か
る
／
熔
岩
臺だ
い
ち地
の
松

の
う
へ
の
空
、
／
あ
ん
な
に
も
重
た
い
木
を

背
負
つ
て
、
／
丸
木
橋
を
渡
つ
て
ゆ
く　

子

供
、
／
ひ
よ
ど
り
が
鳴
け
ば
／
ひ
よ
ど
り
の

声
を
眞
似
て
、
／
寂
し
さ
も
覚
え
ず　

冬
の

日
の
暮
る
る
頃
哉
。

　
　

耶
馬
渓
に
て　
　
　
　

樵

※
／
は
改
行
。

【
註
】

（1）　

pagoda　

仏
塔
を
意
味
す
る
英
語
。
日
本
で

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
様
式
の
仏
塔
を
指

す
こ
と
が
多
い
。

（2）
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川
の
こ
と
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
北

西
部
を
流
れ
る
エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
ー
川
最
大
の
支

流
。

（3）　

カ
ン
グ
ラ
ト
ン
ビ
と
も
。
イ
ン
ド
の
マ
ニ
プ

ル
州
西
イ
ン
パ
ー
ル
県
ラ
ム
サ
ン
郡
の
村
。
イ

ン
パ
ー
ル
北
部
郊
外
、
イ
ン
ド
国
道
２
号
線
の

イ
ン
パ
ー
ル
と
コ
ヒ
マ
を
結
ぶ
線
上
に
位
置
す

る
。

（4）　

イ
ン
ド
北
東
部
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
地

帯
に
あ
る
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
の
州
都
。

（5）　

イ
ン
ド
北
東
部
マ
ニ
プ
ル
州
の
都
市
ビ
シ
ェ

ン
プ
ー
ル
南
東
に
あ
る
南
ア
ジ
ア
最
大
の
淡
水

湖
。
水
草
の
浮
島
が
無
数
に
点
在
す
る
沼
沢
地
。

画
家
の
向
井
潤
吉
は
葦
平
と
と
も
に
イ
ン
パ
ー

ル
作
戦
に
従
軍
し
、「
ロ
ク
タ
ク
湖
白
雨
（
イ

ン
パ
ー
ル
前
線
）」
を
描
い
た
。

共
催「
ア
メ
リ
カ
文
学

　
　
そ
の
広
大
さ
と
多
様
さ
」

（
第
45
回
光
草
書
道
展
）

表紙

収
蔵
資
料
紹
介

火
野
葦
平「
木
綿
襍ざ
っ
し志
」 （
１
）
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二
〇
二
三
年
四
月
二
〇
日

　
「
翁
」
や
「
十
時
大
尉
」
な
ど
で
芥
川
賞
、

直
木
賞
の
候
補
と
な
っ
た
作
家
・
劉
寒
吉
の

命
日
で
あ
る
四
月
二
〇
日
、
劉
の
出
身
校
の

福
岡
県
立
小
倉
商
業
高
等
学
校
主
催
で
、
文

学
館
・
中
央
図
書
館
前
庭
の
劉
寒
吉
文
学
碑

前
に
て
偲
ぶ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

劉
寒
吉
は
文
芸
同
人
誌
「
九
州
文
学
」
を

生
涯
、
屋
台
骨
と
し
て
支
え
続
け
、
鍛
冶
町

の
森
鷗
外
旧
居
の
保
存
、
歴
史
博
物
館
、
美

術
館
の
設
立
な
ど
、
北
九
州
の
文
化
振
興
に

尽
力
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
関
係
者
の
挨
拶
と
、
中
央
図
書

館
長
、
文
学
館
長
な
ど
の
講
話
の
の
ち
、
小

倉
商
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が
劉
作
詞
の
校
歌

と
「
紫
川
の
歌
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。
春
の

陽
光
の
下
、
劉
の
足
跡
に
思
い
を
寄
せ
る
集

い
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
六
月
一
九
日

　

森
鷗
外
は
一
八
九
九
年
六
月
一
九
日
に
第

十
二
師
団
軍
医
部
長
と
し
て
小
倉
に
着
任
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
北
九
州
森
鷗
外

記
念
会
が
毎
年
六
月
一
九
日
、
紫
川
河
畔
の

文
学
碑
前
で
偲
ぶ
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、武
内
和
久
市
長
の
挨
拶
の
の
ち
、

小
倉
商
業
高
校
の
生
徒
が
「
小
倉
日
記
」
の

一
節
を
朗
読
。
参
加
者
は
献
花
で
森
鷗
外
の

小
倉
滞
在
を
偲
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
九
州
森
鷗
外
記
念
会
理
事
の

石
井
郁
男
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
森
林
太
郎
か

ら
文
豪
森
鷗
外
へ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
七
月
二
九
日
、
八
月
一
九
日

　

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
、
昨
年

度
好
評
の
「
や
さ
し
い
文
章
教
室
」
を
今
年

も
実
施
し
ま
し
た
。
本
や
言
葉
に
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
実
践
的
に
読
書
感
想
文
や

詩
の
書
き
方
が
全
二
回
で
学
べ
る
も
の
で

す
。
小
学
三
年
生
か
ら
中
学
一
年
生
一
六
名

と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
北
九
州
市
内
の
小
学
校
・
中
学

校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
友
の
会
副
会
長
の

江
口
恵
子
さ
ん
（
九
州
女
子
大
学
特
任
教

授
）。
本
選
び
の
視
点
や
文
章
の
構
成
な
ど
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
資
料
を
使
い
な
が
ら
の

わ
か
り
や
す
い
解
説
に
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
読
書

感
想
文
や
詩
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
教
え
て
も
ら
え
て
よ
く
分
か
っ
た
」、

保
護
者
か
ら
は
、「
学
校
で
も
こ
の
よ
う
な

教
室
が
あ
る
と
、
作
文
に
苦
手
意
識
が
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

本
市
が
主
催
す
る
「
林
芙
美
子
文
学
賞
」

第
七
回
大
賞
受
賞
者
の
朝
比
奈
秋
さ
ん
が
、

『
植
物
少
女
』
で
、
第
三
六
回
三
島
由
紀
夫

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
比
奈
さ
ん
は
、「
塩
の
道
」
で
第
七
回

林
芙
美
子
文
学
賞
の
大
賞
を
受
け
、
同
作
を

収
録
し
た
『
私
の
盲
端
』
で
翌
年
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
現
役
の
医
師
と
し
て
働
き
な
が
ら

執
筆
活
動
を
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
作

品
や
、
こ
れ
ま
で

の
著
書
は
館
内
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

二
〇
二
三
年
六
月
二
五
日

　

林
芙
美
子
忌
の
集
い
が
門
司
の
小
森
江
西

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
毎
年
芙

美
子
の
命
日
（
六
月
二
八
日
）
に
近
い
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
小
森
江
の
地
域
の

方
々
や
門
司
区
の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
は
、

関
係
者
の
み
で
「
林
芙
美
子
生
誕
地
記
念
文

学
碑
」
で
の
献
花
を
行
っ
て
お
り
、
一
般
参

加
も
含
む
集
い
と
し
て
の
開
催
は
四
年
ぶ
り

で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
な
か
で
、
林
芙
美
子
の
生
誕

一
二
〇
年
に
あ
わ
せ
て
文
学
館
で
開
催
し
て

い
た
企
画
展
「
拝
啓
林
芙
美
子
様
―
芙
美
子

へ
の
手
紙
」
の
展
示
書
簡
を
、
当
館
学
芸
員

小
野
恵
が
紹
介
し
ま
し
た
。
松
下
文
子
（
詩

人
）
か
ら
芙
美
子
宛
（
一
九
二
九
年
一
〇
月

二
五
日
消
印
、
一
九
三
〇
年
一
〇
月
二
九
日

消
印
）、
井
伏
鱒
二
（
小
説
家
）
か
ら
芙
美

子
宛
（
一
九
三
一
年
一
〇
月
二
九
日
付
）、

川
端
康
成
（
小
説
家
）
か
ら
芙
美
子
宛
（
一

九
四
七
年
七
月
三
日
付
）、
葉
山
嘉
樹
（
小

説
家
）
か
ら
芙
美
子
宛
（
一
九
三
三
年
一
月

七
日
付
）
の

五
点
を
時
代

背
景
と
と
も

に
紹
介
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
献
花
を

行
い
、
芙
美

子
を
偲
び
ま

し
た
。

二
〇
二
三
年
七
月
七
日

　

昨
年
、
宗
左
近
記
念
碑
「
鐵て
つ
ぐ
う偶
」
が
建
立

さ
れ
た
戸
畑
図
書
館
で
、
宗
左
近
忌
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
宗
左
近
の
命
日
で
あ

る
六
月
二
〇
日
で
し
た
が
、
今
年
は
七
月
七

日
の
開
催
で
し
た
。

　
「
鐵
偶
」
前
で
参
加
者
の
記
念
撮
影
の
後
、

館
内
に
移
動
し
、
主
催
の
宗
左
近
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
代
表
世
話
人
の
自
見
榮
祐
さ
ん
の
挨
拶

の
の
ち
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
、

会
員
の
九
州
共
立
大
学
の
大
川
内
夏
樹
さ
ん

と
当
館
学
芸
員
の
稲
田
大
貴
に
よ
る
、
六
月

二
五
日
に
青
山
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
日
本

近
代
文
学
会
で
の
パ
ネ
ル
発
表
「
宗
左
近
の

〈
戦
争
の
記
憶
〉
と
〈
縄
文
〉
言
説
」
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
雨
天
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
碑
前
で
の
撮
影
の
時
に
は
晴
れ
間
も
の

ぞ
き
、
詩
人
を
偲
び
、
そ
の
仕
事
を
振
り
返

る
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

林
芙
美
子
忌
の
集
い

宗
左
近
忌

劉
寒
吉　
碑
前
の
集
い

森
鷗
外
を
偲
ぶ
会

友
の
会
自
主
企
画

「
や
さ
し
い
文
章
教
室
」

朝
比
奈
秋
さ
ん
が

第
36
回
三
島
由
紀
夫
賞
受
賞
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赤
磐
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室
、阿
木
津
英
、

朝
比
奈
秋
、
阿
部
誠
文
、
荒
井
千
佐
代
、
有

川
公
一
、
有
森
信
二
、
石
井
郁
男
、
茨
木
市

立
川
端
康
成
文
学
館
、
井
本
元
義
、
い
わ
き

市
教
育
文
化
事
業
団
、
内
田
謙
二
、
大
川
内

夏
樹
、
大
土
由
美
、
大
坪
伸
子
、
岡
田
功
、

岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
尾
道
市
文
化

協
会
、
お
の
み
ち
林
芙
美
子
顕
彰
会
、
か
す

が
い
市
民
文
化
財
団
自
分
史
事
業
、
角
川
文

化
振
興
財
団
、
河
出
書
房
新
社
、
菊
池
寛
記

念
館
、
北
岡
武
司
、
北
九
州
市
立
美
術
館
、

北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
北
村
由

成
、
北
山
青
史
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
九
州
大

学
日
本
語
文
学
会
、
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記

念
文
学
館
、
啓
隆
社
、
小
正
路
淑
泰
、
小
橋

啓
生
、
さ
い
た
ま
文
学
館
、
坂
口
和
子
、
朔

出
版
、
佐
久
間
庸
和
、
佐
藤
公
平
、
司
馬
遼

太
郎
記
念
館
、
書
肆
侃
侃
房
、
新
葉
館
出
版
、

仙
台
文
学
館
、
鷹
取
美
保
子
、
竹
之
内
靖
方
、

多
田
康
廣
、
多
摩
美
術
大
学
大
学
院
美
術
研

究
科
、
短
歌
研
究
社
、
筑
紫
野
市
歴
史
博
物

館
ふ
る
さ
と
館
ち
く
し
の
、
沖
積
舎
、
東
京

都
江
戸
東
京
博
物
館
、
徳
島
県
立
文
学
書
道

館
、
智
鈴
、
長
野
ヒ
デ
子
、
中
原
中
也
記
念

館
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、
西
村
直
人
、
日
本

近
代
文
学
館
、
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
、
沼

津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
、
姫
路
文
学
館
、

「
平
野
塾
」
出
口
敬
子
、
福
岡
県
高
等
学
校

国
語
部
会
北
九
州
地
区
部
会
、
福
岡
市
総
合

図
書
館
、
ふ
く
や
ま
文
学
館
、
藤
井
悦
子
、

北
海
道
文
学
館
、
前
野
り
り
え
、
前
橋
文
学

館
、
岬
の
分
教
場
保
存
会
、
水
木
洋
子
市
民

サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
、
宮
本
苑
生
、
三
輪
建
二
、

森
鷗
外
記
念
会
、
柳
生
じ
ゅ
ん
子
、
山
口
真

一
、
行
橋
市
歴
史
博
物
館
、
若
窪
美
恵
、
渡

辺
幸
一
、
渡
邉
由
利

藍
、
青
嶺
、
青
穂
、
馬
醉
木
、
阿
蘇
、
花
鶏
、

あ
ん
、
い
の
ち
の
籠
、
海
、
絵
合
せ
、
沖
、

Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
、
海
峡
派
、
回
游
、
北
九
州
国

文
、
北
九
州
文
化
、
九
州
文
学
、
九
大
日
文
、

鯨
々
、
玄
海
、
自
鳴
鐘
、
書
馨
、scripta

、

粼
、
川
柳
く
ろ
が
ね
、
川
柳
マ
ガ
ジ
ン
、
川

柳
む
ら
さ
き
、
空
、
鬣
、
タ
ル
タ
、
天
籟
通

信
、長
塚
節
の
文
学
、新
墾
、虹
野
、浜
木
綿
、

ふ
よ
う
、
ぽ
ち
袋
、
八
雁
、
遼
、
り
ん
ど
う

　
■ 

提
供
雑
誌

お
祝
い

・
平
野
啓
一
郎
さ
ん
（
小
説
家
）
が
、

第
22
回
小
林
秀
雄
賞
を
受
賞
。

・
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
さ
ん（
小
説
家
）が
、

第
33
回Bunkam

ura

ド
ゥ
マ
ゴ
文

学
賞
を
受
賞
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
や
み

・
黒
田
杏
子
さ
ん
（
俳
人
）

二
〇
二
三
年
三
月
一
三
日
に
ご
逝
去
、

84
歳
。

・
田
中
丸
善
昌
さ
ん
（
元
小
倉
玉
屋
社

長
、
横
山
白
虹
友
人
）

二
〇
二
三
年
八
月
一
八
日
に
ご
逝
去
、

90
歳
。

　

心
よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第33回特別企画展

写
真
と
文
学
で
た
ど
る

写
真
と
文
学
で
た
ど
る

日
本
の
世
界
文
化
遺
産

日
本
の
世
界
文
化
遺
産

1010
月月
2828
日（
土
）
～
１
月

日（
土
）
～
１
月
1414
日（
日
）

日（
日
）
企画協力：クレヴィス

　

日
本
の
写
真
界
に
大
き
な
足
跡
を
残

す
17
人
の
写
真
家
た
ち
の
名
作
と
文
学

の
こ
と
ば
で
、
日
本
の
世
界
文
化
遺
産

全
20
件
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
出
展
作
家
（
生
年
順
・
敬
称
略
）

　
　

入
江
泰
𠮷　
　

渡
辺
義
雄

　
　

土
門　

拳　
　

西
川　

孟

　
　

岡
本
茂
男　
　

柴
田
秋
介

　
　

牧
野
貞
之　
　

江
成
常
夫

　
　

藤
塚
光
政　
　

水
野
克
比
古

　
　

田
村　

仁　
　

藤
原
新
也

　
　

三
沢
博
昭　
　

管　

洋
志

　
　

石
橋
睦
美　
　

永
坂
嘉
光

　
　

三
好
和
義

◎
開
会
記
念
講
話
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
み
ど
こ
ろ

　
　

日
時　

10
月
28
日
（
土
）
11
：
00
～
12
：
00

　
　

講
師　

日
比
野
利
信
さ
ん
（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

◎
関
連
講
座

　

①
「
北
九
州
市
の
世
界
遺
産
」

　
　

日
時　

11
月
18
日
（
土
）
13
：
30
～
15
：
00

　
　

講
師　

井
上
保
之
さ
ん
（
北
九
州
市
市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
長
）

　

②
「
廃
墟
か
、
遺
産
か
～
文
化
財
・
文
化
遺
産
・
文
化
資
源
を
想
い
、
魅
力
を
育

　
　
　

む
ま
ち
づ
く
り
へ
～
」

　
　

日
時　

12
月
２
日
（
土
）
13
：
30
～
15
：
00

　
　

講
師　

藤
原
惠
洋
さ
ん
（
建
築
史
家
、
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

　

す
べ
て
申
込
は
10
月
３
日
（
火
）
か
ら
電
話
受
付
（
先
着
各
60
人
） 平等院鳳凰堂夕焼け　1961 年
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提
供
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